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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クロスフローカセット型濾過器具のための分配板アセンブリであって、該分配板アセン
ブリが、少なくとも１つの濾過モジュールを受けるように略矩形であり、該分配板アセン
ブリが：
　前面（２）および後面（３）、第１の側壁（４）および第２の側壁（５）並びに上部端
壁（６’）および下部端壁（７’）を有する中央板部材；
　流体を該分配板アセンブリ中に導入するための、該第１の側壁（４）から該中央板部材
に貫入して延在する供給ダクト（１１）；
　該中央板部材の該前面（２）上に位置するとともに、該供給ダクト（１１）と複数の供
給連結ダクト（１９）を介して連通している複数の供給オリフィス（１３）；
　残余流体を該分配板アセンブリから排出させるための、該第１の側壁（４）から該中央
板部材に貫入して延在する残余ダクト（１２）；
　該中央板部材の該前面（２）上に位置するとともに、該残余ダクト（１２）と複数の残
余連結ダクト（２０）を介して連通している複数の残余オリフィス（１４）；
　該中央板部材の前面（２）上において該上部端壁（６’）に平行に配列されるとともに
、上方濾液連結ダクト（２３）と連通している複数の上方濾液オリフィス（１７）；
　該中央板部材の前面（２）上において該下部端壁（７’）に平行に配列されるとともに
、下方濾液連結ダクト（２４）と連通している複数の下方濾液オリフィス（１８）；
　前面および後面、第１の側壁および第２の側壁並びに上部端壁および下部端壁を有する
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上方板部材（９）であって、上方板部材の下部端壁は中央板部材の上部端壁（６’）に面
するものである、上方板部材（９）；
　上方縦濾液ダクトオリフィス（２１）と連通している該上方板部材（９）の該第１の側
壁もしくは第２の側壁または上部端壁から延在する上方濾液ダクト（１５）；
　該中央板部材の該上部端壁（６’）と該上方板部材（９）の該下部端壁との間に配置さ
れるとともに、該上方濾液連結ダクト（２３）および該上方縦濾液ダクトオリフィス（２
１）と連通していて、濾液が該濾過モジュールから該分配板アセンブリを介して通過する
のを可能にする上方濾液採集室（２２）；
　前面および後面、第１の側壁および第２の側壁並びに上部端壁および下部端壁を有する
下方板部材（１０）であって、下方板部材の上部端壁は中央板部材の下部端壁（７’）に
面するものである、下方板部材（１０）；
　下方縦濾液ダクトオリフィス（２６）と連通している該下方板部材の該第１の側壁もし
くは第２の側壁または下部端壁から延在する下方濾液ダクト（１６）；および
　該中央板部材の該下部端壁と該下方板部材の該上部端壁との間に配置されるとともに、
該下方濾液連結ダクト（２４）および該下方縦濾液ダクトオリフィス（２６）と連通して
いて、濾液が該濾過モジュールから該分配板アセンブリを介して通過するのを可能にする
下方濾液採集室（２５）
を含む、前記分配板アセンブリ。
【請求項２】
　上方濾液ダクト（１５）が、上方板部材（９）の前面および後面に平行に配置されてい
る、請求項１に記載の分配板アセンブリ。
【請求項３】
　下方濾液ダクト（１６）が、下方板部材（１０）の前面および後面に平行に配置されて
いる、請求項２に記載の分配板アセンブリ。
【請求項４】
　上方濾液採集室（２２）が、中央板部材の上部端壁（６’）における凹部である、請求
項３に記載の分配板アセンブリ。
【請求項５】
　下方濾液採集室（２５）が、中央板部材の下部端壁（７’）における凹部である、請求
項４に記載の分配板アセンブリ。
【請求項６】
　さらに、
　中央板部材の後面（３）上に位置するとともに、供給ダクト（１１）と連通している第
２の複数の供給オリフィス（１３）；
　中央板部材の後面（３）上に位置するとともに、残余ダクト（１２）と連通している第
２の複数の残余オリフィス（１４）；
　中央板部材の後面（３）上において上部端壁（６’）に平行に配列されるとともに、上
方濾液連結ダクト（２３）と連通している第２の複数の上方濾液オリフィス（１７）；お
よび
　中央板部材の後面（３）上において下部端壁（７’）に平行に配列されるとともに、下
方濾液連結ダクト（２４）と連通している第２の複数の下方濾液オリフィス（１８）を含
み、これらにより、該分配板アセンブリは、濾過モジュールを、前面（２）および後面（
３）において受けて、濾過能力を増大することができる、請求項５に記載の分配板アセン
ブリ。
【請求項７】
　上方濾液ダクト（１５）が、上方板部材（９）の上部（６）および下部端壁に垂直に配
置され、上方濾液採集室（２２）に上方縦濾液ダクトオリフィス（２１）無しに直接連結
されている、請求項１に記載の分配板アセンブリ。
【請求項８】
　下方濾液ダクト（１６）が、下方板部材（１０）の上部および下部（７）端壁に垂直に
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配置され、下方濾液採集室（２５）に下方縦濾液ダクトオリフィス（２６）無しに直接連
結されている、請求項７に記載の分配板アセンブリ。
【請求項９】
　上方濾液採集室（２２）が、上方板部材（９）の下部端壁における凹部である、請求項
８に記載の分配板アセンブリ。
【請求項１０】
　下方濾液採集室（２５）が、下方板部材（１０）の上部端壁における凹部である、請求
項９に記載の分配板アセンブリ。
【請求項１１】
　さらに、
　中央板部材の後面（３）上に位置するとともに、供給ダクト（１１）と連通している第
２の複数の供給オリフィス（１３）；
　中央板部材の後面（３）上に位置するとともに、残余ダクト（１２）と連通している第
２の複数の残余オリフィス（１４）；
　中央板部材の後面（３）上において上部端壁（６’）に平行に配列されるとともに、上
方濾液連結ダクト（２３）と連通している第２の複数の上方濾液オリフィス（１７）；お
よび
　中央板部材の後面（３）上において下部端壁（７’）に平行に配列されるとともに、下
方濾液連結ダクト（２４）と連通している第２の複数の下方濾液オリフィス（１８）を含
み、これらにより、該分配板アセンブリは、濾過モジュールを、前面（２）および後面（
３）において受けて、濾過能力を増大することができる、請求項１０に記載の分配板アセ
ンブリ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、濾過がフィルター表面を横切る液体の接線流により実施される、複数の液体濾
過部分のためのマニホールド装置、およびさらに特に、液体を導入し、濾過モジュールか
ら、残余種(retentate species)からの濾液種(filtrate species)の改善された分離を提
供する条件下で取り出す、複数の濾過モジュールの積み重ねを可能にする、直交流カセッ
ト型濾過器具のための分配板に関する。
【０００２】
【従来の技術】
直交流カセット濾過装置は、通常、従来技術において、ホルダー、フィルターカセットお
よび端板からなる。ホルダーは、端板および少なくとも１つのフィルターカセットを受け
、これは、端板間に密封的に押圧されている。この目的のために、端板が、互いに移動可
能であるようにホルダー上に配置されている。少なくとも１つの端板は、濾過されるべき
液体のフィルターカセット中への供給並びにフィルターカセットからの濃縮物および濾液
の排出に関して、分配板として構成されている。流体の供給および／または排出が、単に
分配板の１つの表面において発生する場合には、板は、単一方向分配板と称され、流体の
供給および／または排出が、分配板の前面および後面において発生する場合には、これは
、二方向分配板と称される。後者の場合において、フィルターカセットは、分配板の前面
および後面において、両方の端部に配置される。
【０００３】
DE-OS 34 41 249には、直交流カセット濾過装置が記載されており、ここで、フィルター
カセットは、それぞれ分配板として構成された２枚の端板の間に止められている。２枚の
分配板における連結を固定的に配管することができないことは、不利である。その理由は
、分配板は、フィルターカセットを所定の位置に止めるために、互いに移動させなければ
ならないからである。しかし、固定された配管は、消毒されるべき装置の能力を含めて、
濾過信頼性を顕著に増大させ、これは、濾過の感受性領域、例えば薬学的またはバイオテ
クノロジー分野において、特に重要である。
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【０００４】
米国特許第4,715,955号には、ホルダー、フィルターカセットおよび端板からなる直交流
カセット濾過装置が記載されており、ここで、端板の１つは、流体の供給および排出のた
めの連結のすべてが配置される、一方向分配板として構成されている。二方向分配板とし
てのこの分配板の設計は、EP 0 345 209 B1またはこの等価の米国特許第4,849,102号にお
いて討議されている。両方の場合において、分配板は、相対する平面状前面および後面、
相対する狭い第１のおよび第２の側壁、相対する狭い第１のおよび第２の端壁、濾過され
るべき液体の供給のための、および濃縮物の排出のためのそれぞれの連結および濾液の排
出のための２つの連結を有する。前面または前面および後面は、分配板に連結されるべき
フィルターカセットの対応する開放部と整合する相互に離間した開放部を有する。
【０００５】
濾過されるべき液体の供給のための開放部および濾液の排出のための第１群の開放部は、
第１の狭い端壁に平行な直線上にあり、濃縮物の排出のための開放部および濾液の排出の
ための第２群の開放部は、第２の狭い端壁に平行な直線上にある。濾液の排出のための第
１群の開放部は、第１のチャネル中への前面または前面および後面に対して鋭角で開放さ
れており、これは、第１の狭い端壁並びに前面および後面に平行に延在する。これは、側
壁の少なくとも１つにおいて、分配板から排出される。濾液の排出のための第２群の開放
部は、第２のチャネル中への前面または前面および後面に対して鋭角で開放されており、
これは、第２の狭い端壁並びに前面および後面に平行に延在する。これは、側壁の少なく
とも１つにおいて、分配板から排出される。
【０００６】
濾過されるべき液体の供給のための連結および濃縮物の排出のための連結が、それぞれ、
側壁の１つから第１のチャネルの端部および第２のチャネルの端部において実施されるこ
とは、不利である。この構成により、チャネルの連結とは反対側の端部の方向における不
所望な圧力の減少に至り、膜表面にわたり継続する。この圧力勾配により、膜表面上の、
または膜表面を横切る均一でない流れに至り、従って、フィルターカセットの膜表面の均
一でない利用に至り、これは、この結果、一層強力に負荷された領域において、膜の濾過
性能の減少および早期の閉塞を有する。
【０００７】
さらに、従来技術の分配板は、標準的なパイプライン連結を有する単一の構造から製造さ
れている。しかし、世界中で、すべて直径および壁の厚さの点で異なる、種々のパイプラ
イン規格がある。例えば、通常の幅ＤＮ２５のパイプラインは、以下の内径を有すること
ができる：ＩＳＯ規格－３０．５ｍｍ；ＤＩＮ規格１１８５１－２５ｍｍ；ＳＭＳ規格－
２２．５ｍｍ；およびＢＳＯＤ規格（インチ）－２２．１ｍｍ。濾過装置のホルダーが、
通常は在来の環境中に統合されるため、使用者により慣例的に用いられているパイプライ
ン規格を、用いなければならない。さらに、良好な製造の実際に従うための全体的な設備
の設計のために、決して不釣り合いにならない通過を確実にすることが、絶対的に避けら
れない。
【０００８】
代表的な濾過装置は、１つの規格のみに対応し、従ってすべての所定の設備において劣っ
た連結を用いる。ホルダーおよび／または分配板の適合は、種々の製造者のオフセット穴
のために、顕著な構造的出費を伴ってのみ可能である。その理由は、通常、穴の角度を変
化させることが必要であるからである。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
従って、カセット濾過装置の改善された濾過性能および一層長い有効寿命を可能にするこ
とができる、カセット濾過装置のための分配板への必要がある。
【００１０】
従って、パイプライン規格を変化させ、設備構成を変化させるのに容易に適合可能な、カ
セット濾過装置のための分配板へのさらなる必要がある。
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【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明において、三部からなり、液体の限外濾過または精密濾過において用いる、直交流
カセット型濾過器具のための分配板アセンブリを提供する。三部構成分配板アセンブリは
、中央板部材、上方板部材および下方板部材を含み、これは、使用に際して組み合わせた
際に、前面および後面、第１の側壁および第２の側壁並びに第１の端壁および第２の端壁
を有する。
【００１２】
中央板部材には、端壁並びに前面および後面に平行に延在し、少なくとも側壁の１つから
出てくる、供給ダクトおよび残余ダクトが設けられている。供給ダクトは、供給連結ダク
トを介して、中央板の前面および／または後面上の供給オリフィスに連結されている。供
給オリフィスは、濾過モジュールの対応する供給オリフィスに適合して配置されている。
残余ダクトは、残余連結ダクトを介して、中央板の前面および／または後面上の残余オリ
フィスに連結されている。残余オリフィスは、濾過モジュールの対応する残余オリフィス
に適合して配置されている。
【００１３】
　さらに、中央板部材は、この前面および／または後面において、濾過モジュールの対応
する濾液オリフィスに適合して配置された、上方および下方濾液オリフィスを含む。上方
濾液オリフィスは、上方濾液採集室に、上方濾液連結ダクトを介して連通して連結されて
いる。三部構成分配板の第１の態様において、濾液採集室は、中央板部材の第１の端壁に
おける凹部として設計されている。第２の態様において、濾液採集室は、中央板部材の第
１の端壁に面する上方板部材の端壁における凹部として設計されている。下方濾液オリフ
ィスは、下方濾液採集室に、上方濾液オリフィスについての様式と同様に、下方濾液連結
ダクトを介して連通して連結されている。
【００１４】
本発明の三部構成分配板アセンブリの種々の態様は、上方および下方板部材の形状により
変化し、これは、分配板アセンブリが、分配板を再設計せずに、異なる設備に適合するこ
とを可能にする。第１の態様において、上方板部材には、端壁並びに前面および後面に平
行に延在し、少なくとも側壁の１つから出てくる濾液ダクトが設けられている。濾液ダク
トは、連通した状態で、中央板部材の上方濾液採集室に、１つまたは２つ以上の縦濾液ダ
クトオリフィスを介して連結されている。上方板部材と同様に、下方板部材には、端壁並
びに前面および後面に平行に延在し、少なくとも側壁の１つから出てくる濾液ダクトが設
けられている。濾液ダクトは、連通した状態で、中央板部材の下方濾液採集室に、１つま
たは２つ以上の縦濾液ダクトオリフィスを介して連結されている。
【００１５】
第２の態様において、上方板部材には、端壁に垂直に、および前面および後面に平行に延
在し、上方板部材の端壁から出てくる短い濾液ダクトが設けられている。濾液ダクトは、
連通した状態で、上方板部材の上方濾液採集室に直接連結されている。上方板部材と同様
に、下方板部材には、端壁に垂直に、および前面および後面に平行に延在し、下方板部材
の端壁から出てくる濾液ダクトが設けられている。濾液ダクトは、連通した状態で、下方
板部材の下方濾液採集室に直接連結されている。
【００１６】
最後に、いずれの態様においても、上方および下方板部材は、中央板部材に、当業者に周
知の連結、例えばネジを介して連結されている。さらに、流体密封は、濾液採集室の周辺
端領域において、例えばＯリングシールにより行われる。
【００１７】
本発明を具体化する分配板アセンブリによる、関連するフィルターカセットまたはモジュ
ールへ、および／またはここからの流れの様式のために、フィルターカセットの、前記開
放部と接続しているすべてのチャネルにおいて、ほぼ同一の圧力を達成することが可能で
あり得る。従って、領域の点での膜表面上にわたる等しい流れおよびフィルターカセット
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における膜を通しての等しい流れを、確実にすることができ、これは、１５％までの幅で
の濾過性能の上昇および、このような分配板アセンブリを備えたカセット濾過装置の有効
寿命のほぼ等しい延長をもたらすことができる。
【００１８】
さらに、三部構造は、分配板アセンブリを、種々の設備に適合させる。端部板部材におけ
るダクトの直径を変化させる能力を有することにより、板の他の穴は、不変のままであり
、分配板アセンブリは、再設計する必要はない。さらに、分配板部材は、外部のアダプタ
ーを伴わずに使用者の在来の設備に特別に製造し、減少したデッドスペースおよび一層コ
ンパクトな全体的設計をもたらすことができる。
【００１９】
本発明のこれらのおよび他の特徴は、添付した図面に関連して考慮する以下の詳細な記載
から明らかになる。しかし、図面は、例示のみの目的で作成されており、本発明の限定の
定義として作成されたものではないことを理解するべきである。
【００２０】
本発明の直交流カセット型濾過器具のための分配板アセンブリは、３つの部分を含み、液
体の限外濾過または精密濾過において用いられる。三部構成分配板アセンブリは、一方向
分配板（ここで、流体の供給および／または排出は、板の１つの表面のみにおいて行われ
る）または二方向分配板（ここで、流体の供給および／または排出は、板の前面および後
面において行われる）として用いることができる。以下に記載する態様は、二方向分配板
について記載し、ここで、同一の参照符号は、同一の要素を表す。
【００２１】
図１～５において、三部構成分配板アセンブリ１の第１の態様は、中央板部材８、上方板
部材９および下方板部材１０を含み、前面２および後面３、第１の側壁４および第２の側
壁５並びに第１の端壁６および第２の端壁７を有する。
【００２２】
図１ｂに示すように、中央板部材８には、端壁６、７並びに前面２および後面３に平行に
延在し、少なくとも１つの側壁４から出てくる、供給ダクト１１および残余ダクト１２が
設けられている。図５に示すように、供給ダクト１１は、供給連結ダクト１９を介して、
中央板部材８の前面２および後面３上の供給オリフィス１３に連結されている。供給オリ
フィス１３は、濾過モジュール（図示せず）の対応する供給オリフィスに適合して配置さ
れている。残余ダクト１２は、残余連結ダクト２０を介して、中央板部材８の前面２およ
び後面３上の残余オリフィス１４に連結されている（図５参照）。残余オリフィス１４は
、濾過モジュール（図示せず）の対応する残余オリフィスに適合して配置されている。
【００２３】
さらに、中央板部材８は、この前面２および後面３において、濾過モジュール（図示せず
）の対応する濾液オリフィスに適合して配置された、上方濾液オリフィス１７および下方
濾液オリフィス１８を有する。図２および３に最良に示すように、上方濾液オリフィス１
７は、上方濾液採集室２２に、上方濾液連結ダクト２３を介して連通して連結されている
。濾液採集室２２は、中央板部材８の第１の端壁６’における凹部として設計されている
。同様に、下方濾液オリフィス１８は、下方濾液採集室２５に、下方濾液連結ダクト２４
を介して連通して連結されている。濾液採集室２５は、中央板部材８の第２の端壁７’に
おける凹部として設計されている。
【００２４】
図１ａに示すように、上方板部材９には、端壁６並びに前面２および後面３に平行に延在
し、少なくとも１つの側壁５から出てくる濾液ダクト１５が設けられている。濾液ダクト
１５は、中央板部材８の上方濾液採集室２２に、１つまたは２つ以上の縦濾液ダクトオリ
フィス２１を介して連通して連結されている。同様に、下方板部材１０には、端壁７並び
に前面２および後面３に平行に通じ、少なくとも側壁の１つ（ここでは側壁５）から出て
くる濾液ダクト１６が設けられている。濾液ダクト１６は、中央板８の下方濾液採集室２
５に、１つまたは２つ以上の縦濾液ダクトオリフィス２６を介して連通して連結されてい
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る。
【００２５】
次に、上方板部材９および下方板部材１０は、中央板部材８に、連結手段、例えばネジま
たは当業者に周知の任意の他の既知の連結手段により連結されている。流体密封を、濾液
採集室２２、２５の周辺端領域において、Ｏリングシールにより行う。
【００２６】
図６ａ～１３において、三部構成分配板アセンブリ１の第２の態様はまた、中央板部材８
、上方板部材９および下方板部材１０を含み、前面２および後面３、第１の側壁４および
第２の側壁５並びに第１の端壁６および第２の端壁７を有する。
【００２７】
中央板部材８には、端壁６、７並びに前面２および後面３に平行に延在し、少なくとも側
壁の１つ（ここでは側壁４）から出てくる、供給ダクト１１および残余ダクト１２が設け
られている。供給ダクト１１は、供給連結ダクト１９を介して、中央板部材８の前面２お
よび後面３上の供給オリフィス１３に連結されている。供給オリフィス１３は、濾過モジ
ュール（図示せず）の対応する供給オリフィスに適合して配置されている。残余ダクト１
２は、残余連結ダクト２０を介して、中央板部材８の前面２および後面３上の残余オリフ
ィス１４に連結されている。残余オリフィス１４は、濾過モジュール（図示せず）の対応
する残余オリフィスに適合して配置されている。
【００２８】
　分配板アセンブリの第２の態様の中央板部材８は、この前面２および後面３において、
濾過モジュール（図示せず）の対応する濾液オリフィスに適合して配置された、上方濾液
オリフィス１７および下方濾液オリフィス１８を有する。上方濾液オリフィス１７は、上
方濾液採集室２２に、上方濾液連結ダクト２３を介して連通して連結されている。上方濾
液採集室２２は、中央板部材８の端壁６’に面する上方板部材９の端壁６”における凹部
として設計されている。下方濾液オリフィス１８は、下方濾液採集室２５に、下方濾液連
結ダクト２４を介して連通して連結されている。第２の態様の上方板部材と同様に、濾液
採集室２５は、中央板部材８の第２の端壁７’に面する下方板部材１０の端壁における凹
部として設計されている。
【００２９】
上方板部材９には、端壁６’に垂直に、および前面２および後面３に平行に延在し、上方
板部材の端壁６”から出てくる短い濾液ダクト１５が設けられる。濾液ダクト１５は、連
通状態で、上方板部材９の上方濾液採集室２２に、直接連結されている。同様に、下方板
部材１０には、端壁７に垂直に、および前面２および後面３に平行に通じ、下方板部材１
０の端壁から出てくる濾液ダクト１６が設けられる。濾液ダクト１６は、連通状態で、下
方板部材１０の下方濾液採集室２５に、直接連結されている。
【００３０】
次に、上方板部材９および下方板部材１０は、中央板部材８に、連結手段、例えばネジま
たは当業者に周知の任意の他の既知の連結手段により連結されている。流体密封を、濾液
採集室２２、２５の周辺端領域において、Ｏリングシールにより行う。
【００３１】
直交流濾過の間、濾過されるべき液体は、加圧下で、分配板アセンブリ１の供給ダクト１
１中に導入される。これは、供給連結ダクト１９を通って流れ、直交流フィルターカート
リッジ（図示せず）の対応する供給オリフィスに、中央板部材８の前側２および後側３に
おける供給オリフィス１３を介して進入し、カートリッジの濾過手段（濾過膜）上を流れ
、再び分配板アセンブリ１に、残余オリフィス１４を介して進入し、中央板部材８から残
余連結ダクト２０および残余ダクト１２を介して導き出される。供給カートリッジのフィ
ルター手段を通過する濾液は、上方濾液オリフィス１７および下方濾液オリフィス１８並
びに上方濾液連結ダクト２３および下方濾液連結ダクト２４を介して、上方濾液採集室２
２および下方濾液採集室２５中に導かれ、ここから、濾液は、分配板から、上方濾液ダク
ト１５および下方濾液ダクト１６を介して抽出される。
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【００３２】
本発明を好ましい態様に関して記載したが、種々の変更を、添付した特許請求の範囲によ
り定められた本発明の範囲を逸脱せずに行うことができることは、明らかである。
【図面の簡単な説明】
【図１ａ】　本発明の分配板アセンブリの斜視図である。
【図１ｂ】　１８０°回転させた、図１ａに示す分配板アセンブリの斜視図である。
【図２】　図１の分配板アセンブリの正面図である。
【図３】　図２における線３－３に沿った分配板アセンブリの断面図である。
【図４】　図１に示す分配板アセンブリの分解斜視図である。
【図５】　ある内部構造を透視して示す、図１に示す分配板アセンブリの分解斜視図であ
る。
【図６ａ】　本発明の分配板アセンブリの斜視図である。
【図６ｂ】　１８０°回転させた、図６ａに示す分配板アセンブリの斜視図である。
【図７】　図６ａに示す分配板アセンブリの中央板部材の、線７－７に沿った断面図であ
る。
【図８】　ある内部構造を透視して示す、図６ｂの分配板アセンブリの中央板部材の第１
の側壁の平面図である。
【図９】　図６ａに示す分配板アセンブリの中央板部材の概略の斜視図である。
【図１０】　線１０－１０に沿った、図９に示す分配板アセンブリの中央板部材の縦断面
図である。
【図１１】　上方板部材の底表面が中央板上にある図６ａに示す分配板アセンブリの上方
板部材の底面図である。
【図１２】　線１２－１２に沿った、図１１の上方板部材の断面図である。
【図１３】　図１１の上方板部材の平面図である。
【符号の説明】
１　分配板アセンブリ
２　前面
３　後面
４　第１の側壁
５　第２の側壁
６、６’、６”、７、７’　端壁
８　中央板部材
９　上方板部材
１０　下方板部材
１１　供給ダクト
１２　残余ダクト
１３　供給オリフィス
１４　残余オリフィス
１５、１６　濾液ダクト
１７　上方濾液オリフィス
１８　下方濾液オリフィス
２１、２６　縦濾液ダクトオリフィス
２２　上方濾液採集室
２３　上方濾液連結ダクト
２４　下方濾液連結ダクト
２５　下方濾液採集室
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